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　この覚え書きは，昭和50年度の社会政策学会中四国部会での報告，「私益と公益」の原稿である．
不充分なものであるので「覚え書き」とした．
　最近，この分野の著書や論文が急増しているが，原稿作成に当たってはそれらを参考にした．そ
れとともに，特に，社会資本に関する研究成果を利用した．
　標題の「保健」は，実は保健衛生の保健を指しているのであるが，豊富な資料を整理することが
できず，充分に述べることができなかった．
　なお，本稿でいう「社会保障制度」は「社会保障年鑑」の分類に従っている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　労働者の消費は，論理の抽象的段階では,.生産そのものである．
　労働者は労働によって生産手段を消費するが，これは生産を意味する．労働による生産手段の消
費は，資本の側から見れば，購買した商品，労働力の資本による消費である．それは剰余価値の生
産，資本の再生産を必然化する生産的消費である．生産過程における労働諸条件は剰余価値法則の
もとで悪化する傾向があり，それは労働力の再生産に影響を与える．
他方，労働者による生活手段の消費は個人的消費であるが，剰余価値の生産に不可欠な労働力を
再生産するので，これもまた生産的消費である．労働力の再生産に必要な生活資料の価値の合計が
労働力の価値となる．労働者は労働力の価値によって生活手段を購入し，流通過程でも資本の再生
産に貢献する．こうして労働者階級が再生産される．
　常識的には，上の二つの消費のうち労働者による生活手段の消費が重視されがちである．しか
し，いかなる社会にあっても，生産手段の消費，つまり生産がなくては生活手段の消費は不可能で
ある．ところが資本主義社会では生産は剰余価値の生産のためになされるのであって，労働力の再
生産は剰余価値の生産，資本の再生産のもとに包摂されている．しかも，剰余価値の生産と労働力
の再生産とは敵対関係におかれているのである．換言するならば，労働力の価値は剰余価値法則に
よって根本的に規制されている．
　資本主義の生産力の発展は，消費財生産部門の生産性の向上を通じて，労働力の価値を減少させ
る．同時に，この生産力の発展は労働力の再生産に必要な生活資料の範囲を拡大することによっ
て，労働力の価値を増大させる．後者の事情は労働者階級の欲望向上を意味している．欲望向上に
よる労働力の価値の増大も剰余価値法則の支配をまぬがれることはできない．
　労働力の再生産に必要な生活資料の価値の合計が労働力の価値であり，この労働力の価値が賃金
を規制する．だが，現実の労働者の個人的消費は，労働力の価値から乖離した賃金によって賄われ
る．賃金の大きさは産業予備軍の増減のみによって定まるのではない．資本の蓄積欲望に応じて産
業予備軍が増減するが，その上で演じられる労資間の勢力関係が現実の賃金の大きさを規制する．
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労働組合の組織化が進んでいる現代では，賃金の平均か価値以下に大きく乖離することはない．
　ともあれ，賃金，労働条件の悪化と失業は労働者に労働災害,･職業病，疾病等をもたらし，これ
らの事故はまた貧困の原因になる．
　欲望向上による労働力の価値の増大のもとでも事情は変わらない．賃金の増加は労働力の価値の
増大に立ち遅れる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I｀　　，　　　　　　　　　　●●
　言うまでもなく，生活資料の範囲の拡大は賃金の増加によって積極的に推し進められる．医療サ
ービスに対する労働者の平均的欲望も高められる．
　だが，賃金の減少のもとでも欲望は向上する．貧困がもたらす疾病は労働者の平均的欲望のなか
に医療サービスをつけ加え，低賃金のもとで労働力の価値を大きくする．これは労働者の貧困を一
層深めることになる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　労働者の消費生活はかれらの個人的消費のみによって成り立つのではない．かれらの個人的消費
は社会的共同消費手段なしには成り立たない．共同消費手段の消費，社会的消費は個人的消費の成
立条件である．
　私有財産制度は私企業と私生活を原則とする力ら私企業も私生活もそれぞれか共同して利用する
社会的生産手段と社会的共同消費手段の存在を前提にしている．
　共同消費手段のなかには，まだ商品化されていない自然の空気や光かおる．勿論，これらは社会
資本ではないし，それの消費は労働力の価値を構成する生活資料のなかには含まれない．しかし，
それなしには労働力の再生産は絶対的に不可能である．
　社会的共同消費手段の多くは社会資本（本稿では社会資本のなかに国家資本を含めた）の形態をとる．
それらは資本主義的利潤を追求する私企業によっては供給されがたいからである．それらの建設費
や維持費がどの程度まで労働力の価値に含まれるかは，労働力の価値のなかに税や社会保険料の負
担分が含まれている現代では判定しがたい．また，それらの消費手段の利用については，通勤交通
手段のごとく高額のものもあれば，遊園地のごとく無料のものもある．これらのサービスの購入費
は労働力の価値に含まれる．
　労働者の個人的消費手段と社会的共同消費手段は労働者階級の再生産に不可欠な条件を構成して
いる．そうして，社会的共同消費手段の供給も資本の再生産の条件であるにもかかわらず，社会的
生産手段の供給に比べて立ち遅れ，質量ともに劣ったものにな･る．社会的生産手段の供給は資本の
再生産に対して直接的に外部経済効果をもたらすのに対して，共同消費手段の外部効果は間接的で
あり，時には資本の再生産にとって不経済と見られることさえある．このことが共同消費手段の供
給不足をもたらすｍ要な一因をなす．たとえば，保健は医療のなかで最も外部効果が大きいが，そ
れは医薬品に対する需要を滅退させるので製薬業にとっては魅力のないものとなり，このことが保
健投資の節約をもたらす．
　労働者の労働による生産手段の消費と賃金による生活手段の消費はともに生産的消費である，と
いうのは，客観的規定である．しかし，労資両階級によって消費は異った主観的評価を受ける．資
本家にとっては，貧窮せる労働者階級の再生産に必要な消費のみが生産的であり，労働者によるそ
れ以上の消費や奢侈品の消費は不生産的と見なされる;　しかし，労働者の平均的欲望を構成する生
活資料は奢侈品であっても労働力の価値の規定に参加する．他方レ労働者の個人的消費は搾取対象
としての自己の再生産であるかゆえに，かれにとっては不生産的消費であるといってもよい．
　不生産的消費に関連して，戦争による労働力と軍需物資の消費が問題になる．客観的にはそれら
の消費は労働力と生産物を再生産の軌道から脱落させるのでi不生産的消費，浪費である．戦争は
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労働力を直接破壊するだけでなく，戦時下の労働条件と生活条件の悪化は疾病を増大させる．例え
ば，戦時下には結核死亡率は激増した．
　しかし，独占資本にとっては戦争は生産的消費よりも生産的なものと見なされる．戦争は，一方
では軍需生産以外の生産の拡大を制限し，労働者階級と国民の消費を制限し，他方では過剰労働力
と生産物を浪費するために，つまり，その不生産的本質のために，経済的矛盾の爆発を一時的に延
期し，独占資本に戦時利潤をもたらす．こうして，戦争は生産的なものと評価されることになる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　社会的分業が高度に発達している資本主義社会では，労働者階級の再生産は他の勤労階級の再生
産なしには行われない．
　抽象的な労働力の価値法則は貧窮せる労働者階級の再生産を必然化する法則で,ある．さらに，相
対的過剰人口の法則は労働者階級を再生産するだけでなく，剰余価値の生産にとって過剰な労働者
を創出する法則である．しかし，相対的過剰人口の理論は極めて抽象的な理論である．例えば，資
本主義の生産力に関する理論が天然資源の有無多少を前提にせずに，しかもそれらの資源の自然的
制限を克服するものとして述べられるように，相対的過剰人口の理論も，自然的人ロの大小や消費
財生産部門の発展の度合を前提にせずに述べられる．
　今，具体的に労働者階級の再生産条件を明らかにするには，抽象的な労働力の価値や相対的過剰
人口の理論だけでは不充分である．社会的分業の発達している資本主義社会では，労働者階級の再
生産は他の勤労階級，例えば農民の再生産なしには成り立たない．勤労階級への貧困の拡大，国民
的窮乏は労働者階級の再生産を脅かす．
　社会保障制度はこの国民的窮乏に対応するものである･．その制度のなかには，老人医療の無料化
のごとくフローの形態をとるものと，共同消費手段，例えば福祉施設や保健所として，ストックの
形態をとり，社会資本に属するものが含まれる．
　労働力の価値は購買力を伴う欲望の範囲によって規定される．購買力を伴わない心理的欲望は，
本来，労働力の価値とは無縁である．しかし，労働力の価値以下への賃金の低下は労働者の心理的
欲望をかきたてる．
　労働力の再生産条件は労働力の価値のみから成り立つわけではない．それはもっと広範囲な諸勤
件を含んでいる．そのなかには物質的諸条件だけではなく精神的諸条件も含まれている．労働者の
将来の生活に対する安定感も労働力の再生産条件に含まれる．
　社会保障制度の充実は現代の労働者の精神生活にも深い関連をもっている．そうして，独占資本
はこの制度によって，労働力を安定的に確保し，産業平和を維持することができる．
　社会保障制度は労働者のための社会保険を中心におくが，それは他の勤労階級に対する社会保障
も含んでいる，しかし，このことは，社会保障が資本主義社会の政治的安定のためのものであると
いう本質を変えるものではないように思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
　産業革命前夜のＡ・スミスは，国家の経済への干渉を拒否することによって，私益と公益の調和
が実現されるものと想定した．かれにあっては，私益の追求が公益をもたらすのは無政府的な経済
法則のためであり，国家の経済への干渉はこの法則の貫徹を妨げると考えられた．
　スミスは公益を国民の富と呼び，新興諸階級の富の増進を一般的に論ずることができた．だが，
産業革命は賃金と利潤の敵対関係を暴き，資本家階級の私益追求がかれらに富の蓄積をもたらすの
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に対して，労働者階級には貧困の蓄積をもたらすことを明らかにした．
　そこでは，公益一般が消滅し，公益は階級的に分裂した．公益は資本家階級の私益のもとに包摂
された．労働者階級の闘争は資本主義体制を揺るがすために，この公益を破壊するものと見なされ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　私益と公益の調和論に立つかぎり，社会進歩の可能性，資本主義の永遠化は，その不調和を短期
的な現象として捉えることによって論証されようとする．Ａ･,マーシ･ヤルはそれを論じ，社会改良
政策による労働者階級の所得増大に期待した．こうして，かつて拒否された国家の経済への干渉は
経済理論のなかに徐々に組み入れられることになる．
　Ａ・Ｃ・ピグーは，さらに進んで，資本の再生産を妨げない限りにおいて，富者から貧者への公
正な所得移転が経済的厚生を増大するであろう，と述べた．浪困め蓄積が資本主義体制を危くする
労働者階級の闘争を激化させるのであるから，国家の経済への干渉を通じて私益と公益を調和させ
るべく主張した．　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　経済学者のこうした理論は公共の利益の公共が本質的にいかなる階級を指すか･，を示している．
しかし, 1929年の世界大恐慌は私益と公益に関する予定調和論を打ち破った．過去には資本家階級
の私益追求は，過剰生産恐慌をもたらしはしたが，自動的に経済が回復しただけでなく，資本の集
中・独占が促された．このような産業循環とその成果が調和論の背景にあった．世界大恐慌は，し
かし，独占資本の私益追求が公益一般を破壊することを証明した．この公益一般のなかには労働者
階級の利益だけでなく，独占資本の利益も含まれていたのである．
　過去の経済理論は前提に調和を述べ，結論で再び調和を論じたが，Ｊ ・Ｍ・ケインズは前提とな
る調和論を取り除いた．そうして，国家の経済への干渉なく,しては私益と公益は調和しない，と考
えた．有効需要政策が公認された．だが，資本の再生産のための有効需要政策は生産を刺激し，結
局，独占資本は第二次世界大戦による大量の不生産的消費に向かうことになる．
　資本主義社会の公益が，結局のところ支配階級の私益を意味する以上，労働者階級と国民の利益
が，公益の名のもとに有効需要政策によって，自動的に保障されるごとはありえない．資本主義社
会の安定をはかる社会保障制度は有効需要政策のなかに含められることによって，経済的にも公益
のための制度としての地位を獲得することができる．
　有効需要政策のなかには，国民に対する福祉政策だけでなく，軍備拡張政策も含まれる．これら
/の政策はともに資本主義体制を維持するためのものであり，　高価な政府を前提にするものである
が，本質的に前者は生産的であり，後者は不生産的である．だが，独占資本は軍備が福祉よりも生
産的と見なす．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　さらに，有効需要創出のために，経済計画のなかで先ず独占資本のための社会的生産手段の充実
が企てられ，共同消費手段の整備は立ち遅れるだけでなく，質量ともに貧弱なものになる．この企
業優先政策によって独占資本は一層巨大化し，産業基盤の育成のなかで公益が実現されるどころ
か，その反対物，公害が発生する．
　公害は中小企業からも，家庭からも，共同消費手段からも発生する,．
　労働者階級と国民の生活は物質面でも精神面でも破壊される．資本主義体制のもとでは私益と公
益の調和はありえない．　　　　　　　　　　　　　　　　よ　犬
　公害の発生は，現代の貧困が労働者階級の貧困にとどまらず，国民的窮乏の形態をとっているこ
と，また，貧困が労働者階級やその他の勤労階級のなかの特定の階層に属する問題ではないことを
示している．
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　第二次大戦後，とくに昭和30年以後のわが国の経済計画は独占資本の急速な成長をもたらした．
完全雇用政策によって失業率は減少したが，賃金は同一労働同一賃金の原則に反する低賃金構造，
年功賃金であった．技術革新と保安設備の節約のもとでの労働強化と，先進国では見られない長時
間労働は労働災害と職業病を生み出した．国家が強力な購買力を発揮することによって，管理価格
と事実上のカルテル価格はインフレの根本要因となり，労働者と国民の生活構造は大きく変化し，
かれらの生活は物質的にも精神的にも歪められた．中小企業では劣悪な賃金，労働諸条件が支配し
た．そうして企業活動は最大の公害発生源となった．
　社会保障制度のなかの厚生年金，国民年金の積立金は財政投融資の資金として基幹産業の育成に
利用された．年金積立金のこのような流用は，戦時中の労働者年金保険時代からの伝統的手法であ
った．
　所得再分配の理想は富者から貧者への所得移転を意味したはずであるが，わが国の社会保障制度
は統一されておらず，それぞれの制度で独立採算・受益者負担の原則が立てられているため貧者の
相互扶助の傾向を一層強めているだけでなく，年金積立金の流用のごとく貧者から富者への所得再
分配ともいうべき事情が見られたのである．
　独占資本の成長に追随して社会資本の充実が叫ばれたが，充実したのは社会的生産手段，とくに
産業基盤であった．産業基盤の育成は日本列島の改造を企てる大規模な計画を伴い，ここでも年金
積立金が利用された．インフレーションと自然破壊，公害が発生した．港湾のごときは企業廃棄物
の吐け□になった．
　国民生活のための共同消費手段の整備は立ち遅れ，質量ともに供給不足であるため，国民の健康
は破壊された．
　しかも，道路に見られるように，社会的生産手段がそのまま共同消費手段として流用されたり，
共同消費手段かそのまま社会的生産手段に転用されたり，あるいは同時に両手段として利用された
りするために，交通災害が発生した．
　そのなかで，共同消費手段もまた，公害の発生源としての性格を強めた．
　共同消費手段としての病院を例にとれば，国立病院の整備のために立案された医療金融公庫が私
的医療機関のためのものとして創設されたために，問題の多い開業医制度が一層発展させられた．
他方，公益事業であるはずの国公立の病院は独立採算制のもとで私立病院なみに私益を追求する．
　公益のための社会保障制度もまた，私益追求の道を一層大きく切り開いた．
　わが国の経済計画は, GNPによって示される経済成長が労働者と国民の所得を自動的に保障す
るという方針で貫かれてきた．予想される経済成長率を上まわる実績がえられると，福祉向上の度
合を問うことなく，新しい経済計画を策定した．そのために，例えば昭和35年末に策定された池田
内閣の経済計画は，国民所得倍増計画と名づけられたくらいである．
　社会保障制度を分類する方法は幾つかおるが，もしその制度を所得保障と医療保障に分類すると
すれば，経済成長によって自動的に労働者階級等の所得が保障されるであろうという想定のもとで
は，いきおい社会保障制度は医療保障に片寄らざるをえない．したがって，わが国の社会保障制度
は，僅かの額の児童手当の実現に多くの歳月を要したこと，今なお老齢年金支給額が国際的水準に
達していないことによって示されるように，所得保障の点で極めて欠陥の多いものになっている／
　ところで，経済計画は果たして労働者階級等に所得の保障をもたらした,であろうか．すでに述べ
たように，有効需要政策はむしろ病人を製造した．経済計画は貧困と疾病の悪循環を断ち切ること
はできなかった．そうして，そのために国民の医療保障への依存度が高められた．そのことは政府
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管掌健康保険や国民健康保険が赤字会計に悩んでいることｙ生活保護のなかで医療扶助の比重が高
まっていることによって知ることができる，
　先に社会保障制度が貧者の相互扶助であると述べたが，国民医療費は医療保険と社会扶助によっ
て急激に増加し，昭和48年度には３兆9,496億円に達した．これに売薬の直接購入費，はり・あん
ま等の料金等を加えるならば，医療への支出は極めて大きいものになる．しかも．この国民医療費
の46.4^が薬代，注射代である．
　本来，病人は収入の道を断たれている場合が多いのであるが，社会保障制度はかれらに購買力を
与えたことになる．かなり競争の激しい医薬品に対して厚生省が定める薬価基準は，90％バルク・
ライン方式による独占価格である．この高い薬価は社会保障制度が有効需要を創出することによっ
て維持される．こうして，わが国の製薬業は世界一の成長率を誇ることになる．ここでは，生産過
程，流通過程における，さらに国家権力による搾取，収奪は一体のものになっている．
　医師は薬のセールスマンになり，病院は公害の犠牲者を救済しながら，薬害を拡める．公害は循
環し，蓄積する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　医療は生産性向上の困難な分野である．診察時間の極度の節約と大量の投薬は患者１人当りの診
療時間を短縮したが，それは医療サービスの質を低下させているので，生産性の向上ではない．
　昭和30年から47年にかけて，わか国の人□の増加率は20％に達していないが，入院，外来患者数
は2.5倍に増加した．これに対して歯科医を除く医師数は僅か30％しか増えていない．そのなかで
医療機器の自動化，コンピューター導入による医療システム化，医療機器・用品のプラスチック製
品化と使い捨て化か省力化・合理化のために進められている．現在，国民医療費の10％が医療機器
の導入に向けられているが，かつて中小企業にようてなされた生産・販売が巨大企業と商社に替ら
れつつあることから，この割合は今後着実に増加するものと思われる．
　それだけではない．社会保障制度のなかで公害に対する法的規制が強められる.につれて，公害防
止機器，設備の売上げはスタグフレーションのもとでも伸び続凪50年度には１兆円を超える見込
みである.51年度からの10年間には，公害市場は45年価格で26兆円に達するであろう，といわれ
る．時には，独占資本は国民の間に公害被害者意識を拡めることも辞さない．設備投資が停滞する
なかで，公害市場に向けて企業は無政府的競争を演じている．・
　公害はこうして私益追求の手段になる．公害は公言として公認されることによって行政責任を発
生させ，影響調査から被害者の救済に至るまでのそれぞれの段階で納税者に負担を転稼するだけで
なく，チッソに見られるIように公害病患者の救済が22億円の開発銀行融資のロ実になる．
　これらの事情はわが国の経済計画かＧＮＰ主義を採っていることと結びついている．公益も公害
もGNP,フローの増大をもたらす限り，経済計画のなかで重視される，商品経済のもとではGN
Ｐの増大は，結局のところ，独占資本の私益追求に貢献するからである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六
　広義の医療は保健衛生，医療，リハビリテーション等を含む．これらを統一的に捉え，包括医療
体制を組織するのは望ましいことである．しかし, GNPへの貢献度の小さい保健衛生やリハビリ
テーションは軽視され，狭義の医療のもとに包括医療は包摂される．
　もともと医療は外部経済効果が大きいところに特徴がある．とくに保健は治療・入院以前に疾病
を防止するので，その外部効果は測ることができないくらいに大きい．／
　しかし私企業にとって外部効果の大きい社会的生産手段は経済計画のなかで重点的に整備される
が，私生活にとって外部効果の大きい共同消費手段の充実は軽視される．さらに保健衛生の充実は
狭義の医療を必要とする患者数を減らし，かれらの支出を最小限に喰いとめる．そのために，狭義
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の医療投資に比べて保健投資は低い水準に抑えられる･ことになる．　　　　　　　／Ｉ
　保険の分野へもＧＮＰ主義が浸透した．そのために，すでに不必要になっていた凪あるい「は危
険か予想される予防接種が続けられ，保健サービスが直接，公害病患者を生み出した．そ「う.して，
保健所は本来の保健予防の任務を一般の公害の事後処理に切り･換えただけでなく，自石の生み出し
た公害の処理に追われている．　　　　　　　　　　　　●　　　　∧，　　　　　＜　　　　√
･･昭和48年度の就業保健婦数は15,003人，そのうち保健所所属の保岫婦は6,604人でこれは定員の
79.5.^を充たしているに過ぎない．　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　，
　昭和48年，田中内閣の･もとで策定された経済社会基本計画にそって／約1:万5’干の保健婦に対し
て10万人増員する計画が机上で作成されたが／この試算は日本列島改造計画がもヽたらしたインフ’レ
ーションのために破綻した．しかし，このことは保健婦10万人の不足を公認したことを意味する．
　現在，保健の分野で構想されているのは保健婦の増員ではない．保健婦の不足を前提にして効率
化をはかることである．　コンピューターを軸にして地域的但括医療体制を確立し，そのなかで管理
保健所が地域住民の保健センターとしてデーター・バンクに転化するという方向である／
　このコンピューターの導入計画は，ハード部門の50年内自由化，ソフト部門の51年春からの完全
自由化と，明らかに，結びついている．
　医療サービスは無収入の人間を対象にするものである．有効需要政策は，社会保障制度を通じて
かれらに購買力を与えた．時には，包括医療は教育とともに福祉産業として，将来の経済成長の主
役と見なされることさえある．
　情報の価格は定めがたいと言われるが，地域住民の保健に関する情報の集積はそれ自体としては
何の価値もない．したがって，この情報は公共シンクタンクに送られ，医療関連産業の成長のため
に経済計画のなかで生かされるであろう．あるいは，労働力開発や軍事力増強のための資料に用い
られるであろう．こうして住民の健康に関する情報は新しい「価値」を生み出すことになる．
　昭和12年のわが国の保健所法は軍国主義と結合していた．戦時中の保健所は最も不生産的な最も
反保健的な任務を果たした．この方が独占資本には生産的と見なされた．したがって保健分野の整
備拡張は必ずしも国民の福祉に結びつくとは限らない．現代の保健の方向を決定するためには労働
者階級と国民の運動が必要である.
　1930年代の民主主義国では，労働者階級とその他の勤労階級の購買力が有効需要のなかに含まれ
るという思想があった．労働者階級の賃金は労資間の勢力関係で定ま･るので，賃金の向上は労働者
階級の民主的権利の拡張によってのみ保障されるであろう，と考えられた．この思想はケインズ理
論を修正するものであった.
　1970年代のインフレーションのもとでは，労働者階級と国民の購買力はむしろ，インフレーショ
ンの主要な原因と見なされ，インフレ対策の障害は民主主義にある，と独占資本は主張する．多く
の経済学者の見解もそれと一致する.　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　1930年代の有効需要政策は結局，戦争による不生産的消費を求めた．労働者階級と国民の購買力
は伸び悩み，過剰生産は解決･されなかったのである．しかし民主主義に対する信念は帝国主義戦争
に反ファッショ闘争の意義を与えた．
　昭和30年以後のわが国では，有効需要政策による国家の経済への干渉が私益と公益の調和をもた
らすものと信じられた．しかし，政策は経済法則を克服することはできない．それは法則の現象形
態を左右するだけである．　　　　・
　そのことは，相次ぐ経済計画のなかで，経済成長率に関して，計画を上まわる実績がえられたこ
とによって，すでに示されていた．好況期には，しかし，この計画の失敗はむしろ歓迎された．そ
の後，成長率の実績は計画を割るようになり，スタグフレーションに突入することになる．政策に
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よって計画通りに有効需要を創出しうるという確信は崩れた.･
　税と保険料の自然増収に頼ってきた福祉財政は再検討を迫られる．
　福祉がストックの形をとろうと，フローの形をとろう=と，それの整備充実は労働者階級と国民の
運動なしには実現されない．そうして，労働者階級に対する社会政策が資本主義的限界をもつよう
に，福祉政策もまた，その限界をもつように思われる．
　保健は国民生活にとって極めて大きい外部経済効果をもつ;外部効果の大きいものは，空気のよ
うに，しばしばその存在価値を忘れられる．空気が汚染され，そこから社会的損失が生じたため
に，ひとびとは空気について考えるようになった．しかし，空気は本来，汚染されたものではな
い．社会体制によって破壊された健康の救済は真の意味の福祉ではない．
’ ｆ ，
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